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9.2 診療等の都度スキャナ等で電子化して保存する場合 

B．考え方 

電子カルテ等の運用で、診療の大部分が電子化された状態で行われている場合で、他院

からの診療情報提供書等の紙やフィルムによる媒体が避けられない事情で生じる場合で、

媒体が混在することで、医療安全上の問題が生じるおそれがある場合等に実施されること

が想定される。 

この場合、「9.1 共通の要件」を満たした上で、さらに、改ざん動機が生じないと考えら

れる時間内に適切に電子化が行われることが求められる。 

 

C．最低限のガイドライン 

9.1 の対策に加えて、改ざんを防止するため情報が作成されてから、または情報を入手し

てから一定期間以内にスキャンを行うこと。 

 

・ 一定期間とは改ざんの動機が生じないと考えられる 1～2 日程度以内の運用管理規

程で定めた期間で、遅滞なくスキャンを行わなければならない。時間外診療等で機

器の使用ができない等の止むを得ない事情がある場合は、スキャンが可能になった

時点で遅滞なく行うこととする。 

 

 


